
蕃
界

1
9
1
3
年
、日
本
の
台
湾
総
督
府
は「
蕃
地
」

の
実
効
支
配
を
進
め
る
べ
く
、
森
丑
之
助
や
佐

倉
孫
三
ら
文
化
人
類
学
者
が
参
画
す
る
研
究
誌

『
蕃
界
』を
刊
行
し
た
。
台
湾
原
住
民
族
の
実

態
と
そ
の
調
査
活
動
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料

で
あ
る
本
書
を
、
仏
教
僧
侶
の
教
化
活
動
に
ま

つ
わ
る
関
係
記
事
を
加
え
、復
刻
す
る
。

◉
解　

題
　
中
西
直
樹

◉
体　

裁
　
Ａ
5
判
・
上
製
・
総
約
７
５
５
頁

◉
定　

価
　
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

全
２
巻

大
正
２
年
１
月
〜
５
月　

生
蕃
研
究
会
発
行　

三人社

復
刻
版

2025年
10月刊行

台
湾
原
住
民
族
の
実
態
と
そ
の
調
査
活
動
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
！バイワン族の女性

第１巻第１号



雑
誌『
蕃
界
』と
日
本
仏
教
の

台
湾
原
住
民
族
教
化

�

中
西
直
樹〈
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
〉

　
日
清
戦
後
、
日
本
は
台
湾
を
領
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、「
生
蕃
」と
呼

ば
れ
た
原
住
民
族
の
居
住
す
る
山
間
部
を
統
治
下
に
置
く
こ
と
に
は
苦
慮
し

た
。
領
有
後
十
数
年
を
経
過
し
て
も
、
総
督
府
の
行
政
区
域
は
全
島
総
面
積
の

半
分
に
も
達
せ
ず
、残
り
の
半
分
以
上
に
は
非
行
政
区
域（
い
わ
ゆ
る「
蕃
地
」）

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
へ
の
本
格
的
対
策
は
、
一
九
〇
六（
明
治
三
十
九
）年
に
就
任
し
た
佐

久
間
左
馬
太
総
督
の
も
と
で
推
進
さ
れ
、
〇
九
年
に「
五
箇
年
間
計
画
理
蕃
事

業
」が
立
案
さ
れ
て
翌
年
か
ら「
蕃
地
」の
実
効
支
配
に
向
け
た
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
武
力
制
圧
に
重
点
を
置
く
威
圧

だ
け
で
な
く
、
原
住
民
族
の
調
査
事
業
と
日
本
仏
教
僧
侶
に
よ
る
教
化
活
動
も

並
行
し
て
行
わ
れ
た
。

　
調
査
事
業
に
関
わ
る
資
料
の
な
か
に
、
総
督
府
関
係
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ

た「
生
蕃
研
究
会
」の
機
関
誌『
蕃
界
』が
あ
る
。
わ
ず
か
三
号
で
廃
刊
と
な
っ

た
も
の
の
、
森
丑
之
助
や
佐
倉
孫
三
ら
文
化
人
類
学
者
が
参
画
し
、
当
時
の
台

湾
原
住
民
の
実
態
と
そ
の
調
査
活
動
を
知
る
上
で
貴
重
な
文
献
資
料
と
言
え

る
。
し
か
し
、
散
佚
が
著
し
く
、
全
号
を
閲
覧
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り「
幻

の
雑
誌
」と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
仏
教
僧
侶
に
よ
る
台
湾
原
住
民
族
へ
の
教
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
当

時
発
行
さ
れ
て
い
た
仏
教
関
係
の
新
聞
・
雑
誌
に
関
係
記
事
を
い
く
つ
か
散
見

す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
本
書
で
は
、「
五
箇
年
間
計
画
理
蕃
事
業
」
期
の
調
査
事
業
を
知
る
上
で
重

要
資
料
と
な
る
雑
誌『
蕃
界
』を
復
刻
す
る
と
と
も
に
、
仏
教
僧
侶
の
活
動
実

態
を
伝
え
る
関
係
記
事
の
翻
刻
を
加
え
て
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
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台
湾
原
住
民
族
教
化
の
関
係
記
事
集　

掲
載
記
事
一
覧

1
「
八
淵
師
の
台
湾
談
」（
一
九
〇
九
〔
明
治
四
十
二
〕
年
十
一
月
八
日
付
『
中
外
日
報
』）

2
「
妙
心
寺
派
録
事
」（『
正
法
輪
』
二
六
八
号
、
同
年
十
一
月
十
二
日
）

3
「
台
湾
布
教
師
確
定
」（『
正
法
輪
』
二
七
〇
号
、
一
九
一
〇
〔
明
治
四
十
三
〕
年
一
月
十
二
日
）

4
「
蕃
界
布
教
使
募
集
広
告
」（『
教
海
一
瀾
』
六
十
七
号
、
同
年
二
月
一
日
）

5
「
蕃
民
教
化
の
方
法
」（
同
年
二
月
二
十
四
日
付
『
中
外
日
報
』）

6
「
生
蕃
教
化
事
業
」（
上
）（
下
）（
同
年
三
月
三
・
五
日
付
『
中
外
日
報
』）

7
「
台
湾
開
教
談
」
紫
雲
賛
事
談
（『
教
海
一
瀾
』
四
六
九
号
、
同
年
四
月
一
日
）

8
「
花
岡
蕃
界
布
教
使
の
報
告
」（『
正
法
輪
』
二
七
三
号
、
同
年
四
月
十
二
日
）

9
「
蕃
地
布
教
の
近
信
」（
同
年
五
月
十
五
日
付
『
中
外
日
報
』）

10
「
蕃
社
近
信
」
南
仔
脚
万
社
駐
在　

九
條
馨
春
（『
教
海
一
瀾
』
四
七
一
号
、
同
年
六
月
一
日
）

11
「
花
岡
蕃
界
布
教
使
報
告
」（『
正
法
輪
』
二
七
五
号
、
同
年
六
月
十
二
日
）

12
「
台
湾
布
教
使
」（『
正
法
輪
』
二
七
五
号
、
同
年
六
月
十
二
日
）

13
「
蕃
界
布
教
使
出
発
」（『
正
法
輪
』
二
七
六
号
、
同
年
七
月
十
二
日
）

14
「
台
湾
蕃
界
に
対
す
る
布
教
計
画
（
其
一
）」
山
陽
禅
史
（『
正
法
輪
』
二
七
七
号
、同
年
八
月
十
二
日
）

15
「
蕃
地
便
り
」
蕃
界
布
教
使
圓
山
駐
在　

小
垈
黙
天
（
同
年
八
月
二
十
四
～
二
十
六
日
付
『
中
外
日
報
』）

16
「
蕃
界
布
教
使
所
在
」（『
正
法
輪
』
二
七
八
号
、
同
年
九
月
十
二
日
）

17
「
台
湾
た
よ
り
」
山
本
白
洲
（『
正
法
輪
』
二
七
八
号・二
八
〇
号
、同
年
九
月
十
二
日
、十
一
月
十
二
日
）

18
「
台
湾
生
蕃
叢
話
」
山
陽
禅
史
（『
正
法
輪
』
二
七
八・二
八
〇
号
、同
年
九
月
十
二
日
、十
一
月
十
二
日
）

19
「
生
蕃
布
教
の
方
法
」（
同
年
十
二
月
七
日
付
『
中
外
日
報
』）

20
「
台
湾
布
教
方
針
」（『
正
法
輪
』
二
八
二
号
、
一
九
一
一
〔
明
治
四
十
四
〕
年
一
月
十
二
日
）

21
「
布
教
使
会
議
」（『
正
法
輪
』
二
八
三
号
、
同
年
二
月
十
二
日
）

22
「
台
湾
布
教
使
派
遣
」（『
正
法
輪
』
二
八
三
号
、
同
年
二
月
十
二
日
）

23
「
蕃
界
布
教
師
派
遣
」（
同
年
二
月
十
四
日
付
『
中
外
日
報
』）

24
「
生
蕃
人
の
参
詣
」（
同
年
三
月
二
十
五
日
付
『
中
外
日
報
』）

25
「
台
湾
珍
客
の
出
発
」（
同
年
四
月
一
日
付
『
中
外
日
報
』）

26
「
生
蕃
入
京
」（
同
年
四
月
六
日
付
『
中
外
日
報
』）

27
「
団
参
彙
報
・
台
湾
団
入
京
」（『
教
海
一
瀾
』
四
八
九
号
、
同
年
五
月
一
日
）

28
「
生
蕃
と
語
る
」（
中
外
日
報
社
編
集
局
編
『
遠
忌
大
観
』
中
外
日
報
社
、
同
年
）

29
「
生
蕃
の
遠
忌
観
」（
同
年
五
月
二
十
二
日
付
『
中
外
日
報
』）

30
「
蕃
人
来
山
」（『
教
海
一
瀾
』
四
九
七
号
、
同
年
九
月
一
日
）

31
「
討
蕃
戦
死
者
追
悼
会
」（『
教
海
一
瀾
』
四
九
七
号
、
同
年
九
月
一
日
）

32
「
台
湾
蕃
界
布
教
」
山
本
白
洲
（『
正
法
輪
』
二
九
〇
号
、
同
年
九
月
十
二
日
）

33
「
珍
客
生
蕃
団
の
来
山
」（『
正
法
輪
』
二
九
〇
号
、
同
年
九
月
十
二
日
）

34
「
生
蕃
子
弟
の
喜
び
」（『
正
法
輪
』
二
九
一
号
、
同
年
十
月
十
二
日
）

35
「
台
湾
生
蕃
団
参
拝
」（『
教
海
一
瀾
』
五
一
五
号
、
一
九
一
二
〔
明
治
四
十
五
〕
年
六
月
一
日
）

36
「
台
湾
蕃
人
の
僧
侶
」（
同
年
六
月
六
日
付
『
中
外
日
報
』）

37
「
蕃
人
布
教
と
討
伐
隊
」（
同
年
六
月
七
日
付
『
中
外
日
報
』）

38
「
台
湾
生
蕃
登
山
」（『
正
法
輪
』
二
九
九
号
、
同
年
六
月
十
二
日
）

39
「
鯨
蕃
情
報
」
在
台
湾
布
教
師　

福
山
東
山
（『
正
法
輪
』
三
〇
〇
号
、
同
年
七
月
十
二
日
）

40
「
大
津
蕃
務
総
長
の
来
山
」（『
教
海
一
瀾
』
五
二
二
号
、
一
九
一
二
〔
大
正
元
〕
年
九
月
十
五
日
）

41
「
生
蕃
の
本
願
寺
参
拝
」（
同
年
十
月
九
日
付
『
中
外
日
報
』）

42
「
台
湾
生
蕃
団
参
拝
」（『
教
海
一
瀾
』
五
二
四
号
、
同
年
十
月
十
五
日
）

43
「
生
蕃
観
光
団
登
山
（『
正
法
輪
』
三
〇
四
号
、
同
年
十
一
月
十
二
日
）

44
「
台
湾
の
近
状
」
丸
井
圭
次
郎
（『
新
佛
教
』
一
三
巻
一
一
号
、
同
年
十
一
月
）

45
「
台
湾
新
竹
李　

山
前
進
隊
視
察
報
告
」
台
湾
総
督
府
嘱
託
布
教
師　

福
山
東
山

　
　 （『
正
法
輪
』
三
〇
五
号
、
同
年
十
二
月
十
二
日
）

46
「�

蕃
人
特
殊
教
化
事
務
概
報
」
台
湾
総
督
府
嘱
託
布
教
師　

福
山
東
山
（『
正
法
輪
』

三
一
〇
・
三
一
二
・
三
一
四
号
、
一
九
一
三
〔
大
正
二
〕
年
五
月
十
二
日
・
七
月
十
二
日
・
九
月
十
二
日
）

47
「
蕃
界
布
教
使
解
嘱
」（『
正
法
輪
』
三
一
三
号
、
一
九
一
三
〔
大
正
二
〕
年
八
月
十
二
日
）

48
「�

ブ
ヌ
ン
蕃
族
慣
習
実
査
概
報
」
岩
野
智
良
（『
正
法
輪
』
三
一
五
～
三
一
九
号
、
同
年
十
月
十
二

日
～
一
九
一
四
〔
大
正
三
〕
年
二
月
十
二
日
）

49
「
治
蕃
布
教
師
引
揚
事
情
」（
一
九
一
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
『
中
外
日
報
』）

50
「
台
湾
開
教
の
一
転
機
△
土
人
教
化
の
前
途
」（
一
九
一
五
〔
大
正
四
〕
年
七
月
二
日
付
『
中
外
日
報
』）

51
「
台
湾
同
化
頓
挫
」（
一
九
一
六
〔
大
正
五
〕
二
月
十
三
日
付
『
中
外
日
報
』）

52
「�

蕃
地
に
身
を
投
じ
て
生
蕃
人
に
伝
道　

西
本
願
寺
開
教
使
」（
一
九
二
一
〔
大
正
十
年
〕
十
月

二
十
五
日
付
『
中
外
日
報
』）



１  「
八
淵
師
の
台
湾
談
」 （
一
九
〇
九〔
明
治
四
十
二
〕年
十
一
月
八
日
付『
中
外
日
報
』）

△
台
湾
の
統
治
方
針
　
邦
人
は
日
本
が
台
湾
を
占
領
し

た
の
を
彼
の
西
洋
人
が
或
る
殖
民
地
を
占
領
し
た
如
く

に
思
ひ
占
領
の
本
意
を
誤
解
し
て
居
る
、
夫
故
先
づ
第

一
番
に
総
督
府
の
台
湾
統
治
方
針
か
ら
が
一
定
し
て
居

な
い
、
土
民
三
百
万
人
あ
り
と
云
へ
ど
も
是
れ
は
実
際

に
到
底
帰
化
し
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
此
土
民
を
以

て
直
ち
に
台
湾
を
統
治
す
る
な
ら
ば
早
く
と
も
今
か
ら

三
代
目
の
子
孫
を
持
た
ね
ば
台
湾
統
治
の
健
児
と
頼
む

こ
と
は
出
来
ぬ
、
然
れ
ば
今
日
は
如
何
な
る
方
針
を
以

て
島
政
を
執
つ
て
居
る
か
と
云
へ
ば
、
云
ふ
ま
で
も
な

く
内
地
よ
り
の
移
住
者
十
万
人
を
以
て
台
湾
統
治
の
中

堅
と
し
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
併
し
実
地
に
臨
ん
で
見

れ
ば
内
地
人
を
以
て
目
的
と
し
て
居
る
統
治
方
と
も
思

は
れ
ぬ
点
が
多
い
、
台
湾
人
は
日
本
人
と
同
一
人
種
で

あ
る
が
、
性
行
其
他
総
べ
て
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

訳
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
大
に
異
つ
て
居
る
点
が
あ
る
、

先
づ
語
学
に
就
い
て
見
る
に
土
人
は
英
語
は
教
へ
さ
へ

す
れ
ば
よ
く
操
つ
る
が
、
日
本
語
は
英
語
の
如
く
容
易

に
記
臆
が
出
来
ぬ
、
是
れ
に
反
し
て
生
蕃
人
は
英
語
は

容
易
に
覚
へ
ず
談
話
抔
は
頗
る
困
難
で
あ
る
が
日
本
語

は
教
へ
さ
へ
す
れ
ば
頗
る
上
手
に
話
す
の
み
な
ら
ず
其

容
貌
が
日
本
人
に
近
い
夫
で
出
来
得
る
な
ら
ば
土
民
を

帰
化
せ
し
む
る
よ
り
か
生
蕃
人
を
帰
化
せ
し
む
る
方
法

を
執
る
の
が
国
家
、
社
会
の
利
益
で
あ
つ
て
又
た
宗
教

の
た
め
で
あ
る
。

△
西
班
牙
人
の
着
眼
　
西
班
牙
人
が
台
湾
に
入
込
で
土

人
布
教
に
着
手
し
た
の
は
今
か
ら
三
百
年
前
の
こ
と
に

し
て
今
猶
ほ
倦
ま
ず
布
教
し
て
居
る
が
、
其
信
徒
は
全

島
中
に
僅
か
千
人
内
外
に
過
ざ
れ
ど
猶
屈
せ
ず
益
々
熱

心
に
布
教
し
つ
ゝ
あ
る
忍
耐
力
の
強
大
な
る
に
は
実
に

感
服
す
る
外
な
い
、
殊
に
注
目
を
要
す
べ
き
も
の
は
帰

化
生
蕃
人
を
自
派
信
者
に
引
入
る
ゝ
こ
と
が
布
教
の
大

方
針
と
成
つ
て
居
る
こ
と
な
り
他
国
の
宗
教
家
猶
且
つ

斯
の
如
く
な
る
に
本
家
大
元
の
仏
教
徒
が
其
処
に
も
気

も
付
か
ず
、
他
教
徒
の
蹂
躙
に
任
す
と
云
ふ
こ
と
は
実

に
残
念
な
る
次
第
で
あ
る
、
政
府
が
此
生
蕃
討
伐
に
投

ず
る
金
が
年
に
三
百
円
づ
ゝ
の
巨
費
で
あ
る
と
聞
く
が
、

出
来
得
る
な
ら
ば
此
生
蕃
討
伐
費
を
全
部
で
な
く
と
も

其
幾
分
を
宗
教
家
に
貰
つ
て
宗
教
家
自
ら
宗
教
の
力
を

以
て
生
蕃
帰
化
に
尽
力
す
る
事
と
せ
ば
兵
力
を
以
て
す

る
よ
り
も
簡
易
に
し
て
而
も
効
果
大
な
ら
ん
か
と
思
は

れ
る
、
た
と
い
政
府
の
援
助
を
仰
か
ざ
る
と
も
生
蕃
帰

化
を
僧
侶
の
手
に
托
す
る
と
云
ふ
事
は
研
究
の
余
地
が

あ
ら
う
と
思
は
れ
る
、
兎
に
角
に
今
日
の
布
教
の
如
く

只
内
地
人
の
仏
事
に
参
詣
す
る
だ
け
が
駐
在
布
教
使

の
仕
事
と
成
つ
て
ゐ
て
は
台
湾
の
仏
教
も
絶
望
で
あ
る
。

（
編
者
補
注
―
以
下
略
）
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